






























































































































デュラスは前書きに，老女の役は「老齢の光輝 la splendeur de l’âge に
達した女優以外が演じてはならない。戯曲『サヴァンナ・ベイ』は，この




























































原文では，「わたしの小さい娘」は，82 年の初版でも 83 年の新版でも
130
ma petite fille と表記されているが，もちろんこの語は観客には「わたし






































































mourir d’amour」「モナムール mon amour」「わたしを棄てて行ってし


































































































































































































































































































































マドレーヌ 海の名前を。（上演台本 p. 133)
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1) Maurice BLANCHOT, 『ヒロシマ・モナムール』についてデュラスに書き
送った言葉。« Les Nouvelles Littératures », 18 juin 1959.
2) 1982 年夏のデュラスの状況については，Yann ANDRÉA, M. D., Éd de
Minuit, 1983 ; Michèle MANCEAUX, L’amie, Albin Michel, 1992. に詳し
い。
3) 初版Marguerite DURAS, Savannah Bay, Éd. de Minuit, 1982. 1983 年 9
月 27 日，デュラス自身の演出によりロン＝ポワン劇場で初演された。出演マ
ドレーヌ・ルノー，ビュル・オジエ。同年，原本とこの時の上演台本を合巻し
























7) Michel RIVGAUCHE 作詞・Charles DUMONT 作曲 « Les mots
d’amour », 1960 年。
8) 上演台本では，この部分は「小さい女の子 une petite fille」となっており，
少し後でマドレーヌが若い女を「あなたは，わたしの死んだ娘の娘だわ」(pp.
96～97) と認める。





10) Lia van de BIEZENBOS, Fantasmes maternels dans l’œuvres de Marguerite










15) Jean PIERROT がMargurite Duras, José Corti, 1986. で指摘している。
16) « Cahiers Renaud-Barrault », n° 106, 1983, pp. 7～8.
17) ヤン・アンドレア，インタヴュー『書くことは生きること』，聞き手：鈴木布
美子，通訳：福崎裕子，「ユリイカ」，1999 年 7 月号，p. 85.
18) Les Yeux verts, « Cahiers du cinéma », n° 312-313, juin 1980 ; nouv. éd.,
1987, p. 221.
19) Ursula W. SCHNEIDER，Ars amandi ―The erotic of Extremes in
Thomas Mann and Marguerite Duras, Peter Lang, New York, 1995, p.
215. 
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